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2-4-4 北海道アンケートの分析 

2-4-4-1 現在の暮らしについて 

生活環境などの満足度について（毎日の生活に対する総合的な満足度） 

全体では「満足」「やや満足」の合計が 48.71％とほぼ半数を占め、「やや不満」「不満」を上回った（図
表 2-4-15）。 
属性別では、未婚者や子どもを持たないとしている層で満足度が有意に低い。加えて、定住意向につい

ても有意差があり、定住したい人は転出したい人よりも満足度が高い。 
人口規模別では、札幌市民の満足度が有意に高い。人口規模が小さい地域ほど生活環境の満足度が低下

する傾向がみられる。 

【図表 2-4-15 生活環境の満足度】 
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下表は、上記の総合的な満足度を含めた計 21 項目に対する満足度をスコア化したものである。「満足」
を 5 点、「やや満足」を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「やや不満」を 2 点、「不満」を 1 点とし
て、各属性において平均点を算出した。したがって、平均点が 3 点よりも高ければ満足度が高く、低けれ
ば満足度が低い項目であるととらえることができる。 
全体の傾向をみると、「食料品などの日々の買い物」が最も満足度の高い項目で、「病院などの医療環

境」「まちの景観や自然環境など」と続く。一方で、「収入や家庭」が最も満足度の低い項目で、「大学や
専門学校などの高等教育機関」「バスや鉄道などの公共交通機関」と続く。特に「収入や家庭」は 30代で
満足度が有意に低く、「不満」の回答がこの年代の 30.09％を占めている。 
定住意向別では、現在住んでいる市町村に住み続けたいと考えている層では、「食料品などの日々の買

い物」「病院などの医療環境」「趣味や娯楽」の満足度が有意に高い。 

【図表 2-4-16 設問別の満足度スコア】 
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2-4-4-2 北海道の人口減少について 

北海道の人口が減少することに危機感を感じていますか。 

全体では「非常に危機感を感じている」「危機感を感じている」の合計が 73.34％で、「あまり危機感を
感じていない」「全く危機感を感じていない」を大きく上回っている（図表 2-4-17）。 
性別では男性で危機感が有意に高く、女性で有意に低い。また、生活環境の満足度が低い層でも危機感

を感じている割合が有意に高くなっている。 

【図表 2-4-17 北海道の人口減少への危機感】 
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現在住んでいる市町村の人口が減少することに危機感を感じていますか。 

全体では「非常に危機感を感じている」「危機感を感じている」の合計が 66.15％で、「あまり危機感を
感じていない」「全く危機感を感じていない」を大きく上回っている（図表 2-4-18）。 
圏域別では、道央圏域で危機感が有意に低く、道北圏域では有意に高い。人口規模別では、旭川市や函

館市など地方中核市が該当する「10 万～」で危機感が有意に高い。 

【図表 2-4-18 自分の住む市町村の人口減少への危機感】 
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どのようなことで人口減少による影響を感じていますか。 

全体では「若者が減少し地域に活気がなくなった」が 55.63％で最も多く、「公共交通機関の減便・廃
止等により交通の便が悪くなった」が 48.12％で続く（図表 2-4-19）。 
「若者が減少し活気がなくなった」の回答率は、圏域別では道南圏域と道北圏域で有意に高く、道央圏

域で有意に低い。また、人口規模別では小規模な地域ほどこの回答率が高く、特に人口 1 万人未満の市
町村では有意に高い。 
「食料品や日用品などの買い物が不便になった」「娯楽や趣味などの施設がなくなった」は札幌市では

1 割程度の回答率にとどまるものの、その他の地域における回答率は相対的に高い。 

【図表 2-4-19 人口減少の影響を感じること】 
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今後、人口減少が進んだ場合、特にどのようなことに不安を感じますか。 

全体では「医療保険や年金など社会保障の維持が困難になる」が 64.46％で最も多く、「公共交通機関
の減便・廃止等により交通の便が悪くなる」が 52.76％で続く（図表 2-4-20）。「医療、福祉サービスが行
き届かなくなる」「公共料金が高くなる」も約半数から回答を得た。 

U ターン意向（かつて住んでいた市町村に戻りたいと思うことがあるか）では、「思わない」層で「医
療保険や年金など社会保障の維持が困難になる」「公共交通機関の減便・廃止等により交通の便が悪くな
る」「学校の廃校や小規模校化等により教育環境が悪くなる」「担い手不足や後継者の不足により地域産
業の維持が困難になる」の回答率が有意に高く、人口減少による生活環境の悪化をより深刻に捉えてい
ることがわかる。 

【図表 2-4-20 人口減少が進むことによる不安】 
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人口が減少しても心豊かに暮らし続けられる北海道を実現するため、今後、特にどのような取組が重要だと思
いますか。 

全体では「子育て環境の整備や子育て世帯への支援」が 59.76％で最も多く、「地域で働く人材の確保
や育成、安定した雇用の確保」がほぼ同率の 59.15％で続く（図表 2-4-21）。 
年代別では、「子育て環境の整備や子育て世帯への支援」「必要な教育を受けられる環境の整備」は若年

層で回答率が高い傾向がみられ、「公共交通機関の維持確保」「地域の医師確保など必要な医療や福祉が
受けられる環境の整備」は高齢層で回答率が高い傾向がみられる。また、前者 2 つは都市部での回答率
が高く、後者 2 つは地方部での回答率が高い傾向がみられる。 
「北海道への移住や定住、U・I ターン就職の促進」は 30 代で回答率が有意に高い。30 代は最初の就

職から一定の年数が経ち、都心から郊外への移住が進む年代でもあり、この世代にとって地方への移住・
定住が一定の選択肢として認識されていることを示唆するものである。 

【図表 2-4-21 人口減少後の北海道で必要な取組】 
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札幌市に人口が集中する理由は特にどのようなことだと思いますか。 

全体では「仕事の選択肢が多い」が 86.28％で最も多く、「公共交通機関が整っている」が 62.50％で続
く（図表 2-4-22）。この 2項目は全年代を通じて回答率が高いが、それ以外の項目については年代による
回答傾向の差が大きく、若年層では「買い物が便利である」「娯楽環境が充実している」の回答率が高い
一方、高齢層ではそれらの回答率が低く、代わりに「医療や介護等福祉が充実している」の回答率が高い。 
また、「娯楽環境が充実している」は現在する市町村から転出を考えている層や、人口 10 万人以上の

都市でも回答率が高い。 

【図表 2-4-22 札幌市に人口が集中する理由】 

  


